
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

砂山地域まちづくり新聞 

   荒川への想い 

私達の住む砂山地域を流れる荒川は、 
日本一きれいな一級河川に選ばれたこ 
ともある美しい川です。 
アユ釣り、カジカとりができ、直に 

河川に触れて利用する人がたくさんい 
ます。地域農業にとっても大事な役割を担っており、美味

しい岩船産の野菜やお米を作るための基盤となっていま

す。 
 何度か水害がありましたが、私達が生活するうえでこの

荒川は大切な存在です。この美しい川を地域一体となって、

守り続けていければいいと思っています。 

遠山利幸さん（牛屋）

小田新一さん 

（北新保） 

砂 山 

ここんんななににききれれいいなな  

いいいいととこころろ  

など、昨年は準備期間としました。 
お幕場では、クイズで楽しむウォーキングやテント

村を開設し、自由に参加できるよう工夫してみまし

た。課題はたくさんありましたが、大勢の皆さんが

参加してくださったのが何よりの収穫でした。 
 また、足元をみつめることをテーマに、集落独自

の活動にも取り組んでもらいました。交流・ふれあ

い事業、伝統行事の継承など集落にあった活動で盛

り上がりました。 
 ２５年度は「みんなで取り組むまちづくり」が本

物になっていくようがんばりたいものです。 

感謝 また今年も 

会長 伊與部眞士さん（塩谷）

お蔭様で無事一年度を終えること 
ができました。皆さんのご協力に感

謝いたします。 
 砂山地域では、地域の宝である「お

幕場」と「荒川」を中心にした活動を計画しました。

お幕場を会場にしたイベントと荒川の土堤に花文字

をつくることです。 
  花文字は基礎勉強として、専門家から指導を受ける

第４号 

２０１３年（平成２５年）３月３１日 

 “しんぼ山”と“お幕場” 

          今、お幕場はお茶会で大勢の 
方々が来てくださるようにな 
り、白砂青松と合せて有名にな 
りましたが、私達が小さい頃は 
“しんぼ山”と呼んでいて、昭 
和三十年後半まで稲の収穫が終 

わって、雪の降るころまで集落のみんなで松葉を集

め、大事な燃料としていました。 
 その頃の松林はいつもきれいで、浜のほうに行く 
に連れ砂の出ている所は、梅雨時期に雨が降ると、 
砂から松露が出てたり、秋は小学校低学年頃まで松 
林が通学路でぶらぶらしながら帰るときでも、帽子 

一杯のきのこをよく採ってきたものです。 
”しんぼ山”は自分達の遊び場で、少し広

い場所を見つけては野球をしたり、チャンバ

ラ遊びをしたりしていたので、塩谷から松喜

和の何処の場所にいても、自分の居場所が分

かっていたのを思い浮かべます。 
 夏の海水浴は、松林を抜けてから波際まで

かなりの砂浜でしたが、昨年、何十年ぶりに

砂浜をみて、その侵食にただただ愕然とする

ばかりで、あと数年で松林まで来るのではと

不安です。 
 塩谷から岩船までの海岸一帯の早急な整備

と、こんな素晴らしい松林をいつまでも残し

ていただきたいと思います。 



 
 
                                                                                                      
 
                                                               
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

           私達の集落では、さまざまな行事が 
ありますが、その中には小・中学校の 
子供達による七夕送りの行事がありま 
す。自分達で飾りを作り、提灯を付け 
た台車を引き集落内を廻ります。 
昨年は子供達全員のユニフォームを

作り、伝統行事継承の意気込みを深め、 
一層賑やかに行いました。 

北新保区長 
川﨑一彦さん 

         「まちづくり」、いかになすべきかなどと大きく 
構えず、身近なところからふれあいの輪を広げた

いと考えています。部会では、各集落からの委員

が集まって打ち合わせを重ねます。 
どうぞ、皆さんのご意見をお寄せください。 

         そしてイベントへのご参加をお待ちしています。
お幕場イベント検討部会 
部会長 後藤栄一さん 

        今回のまちづくり事業として、テレビ、カラオ

ケ、暖房器具としてストーブ、こたつを購入しま

した。これで「しゃべくりの場」としての舞台は

整い、スタンバイOKです。 
2月の外は、雪景色。こんな時は温かいこたつ

に入って、飲むほどに自然と口も滑らかになり始

め、カラオケも始まり大変和やかな交流となって

いきました。今後も、この様な機会を大切にし、集落のさまざま

なことの発信の「港」にしたいと思っています。

       赤松区は、現在25棟目が建築中で、総 
勢80余人が居住しています。立地的には 
JR平林駅まで少し距離はありますが、お 
幕場森林公園や海岸が近く、自然の魅力を 
感じられる地域特性を有しています。 
地域まちづくりの活動につきましては、 

昨年の９月に第１回目を開催しました。 
残暑厳しい中、参加メンバーの協力によ 

り、事前の打合せ・当日の準備など、赤松区民の協力姿勢 
に感銘を受けました。今後の改善点などは総会等を活用 
し、意見交換を行う予定としています。 
 今年も事前打合せを行い、意義のある地域まちづくり活 
動を行いたいと思います。 

        塩谷では、３年前から取り組んでいる 

三つの事業をそのまま「まちづくり」とし 
て実施しています。三つの事業は、お互い 
をもっと知り合う、元気を出そうがテーマ 
です。「お幕場散歩」は月１回（５月～１１ 
月）歩きながら、おしゃべりを楽しみます。 
盆踊りは４０年ぶりに復活できました。区 
民作品展では、日頃の精進の成果を出し合

っています。 

       牛屋集落では、昨年は前区長さんが先に 
立って、色々な行事を行いました。今年も 
たくさんの行事がありますが、最初に1月20
日に賽の神、4月に春神楽と観音様春季大 
祭があります。これらは役員の方に出ても 
らって行いますが、この後も、8月に入る 
と観音様の夏祭りの獅子の練習が始まり、 
17日にこの祭りが終わると、9月に区民ふ 
れあい大会があります。 

昨年のふれあい大会は、100人近く例年より多く集まり、

集落の皆さんが楽しんでくれました。３０℃以上の日が続

いたため、公民館の中で行いましたが、せっかくの区民ふ

れあい大会なので、今年は公園で賑やかに行いたいと思い

ます。 

          福田の区民が集う健康ウォークは、 
十数年来続いてきており参加すること 
を楽しみにしている人も大勢いるかと 
思います。 
しかし、一方ではマンネリ化の声も 

あり、参加する人も限れてきているよ 
うに思われます。 

 今年度は競技制のある行事を行い、子供からお年寄りの 
皆さんまで一同に集まり、楽しいものにしたいと考え、役

員一同張りきっています。 
 参加すればきっと楽しいと思いますので、皆さんぜひ参 
加してください。 

赤松区長 
佐竹弘勝さん 

長松区長 
小林恵一さん 

福田区長 
佐藤賢一郎さん 

牛屋区長 
遠藤 寿さん 

塩谷区長 

伊與部眞士さん 

たくさんの皆さんに 

取り組んでいただきました。 

また、ご参加をお願いします。 

砂山地域事業・各集落の事業行事紹介 

完成した山車の前で ８/6 

しゃべりの場の様子 

「伝統継承」Tシャツ 8/6 

収穫感謝祭での餅つき 11/23 

集落内引廻しの様子 8/6 

ダーツゲームの様子  

イベントに集まった皆さん 

自主防災会の勉強会 11/23 

しゃべりの場の様子 

しゃべり場づくりとして整備した備品 長松の七夕 8/6 ビンゴゲームの始まりです 

親睦会の様子 

松林ウォーキングの様子 
結果発表の様子 

テント村での輪投げの様子 

写真は「クイズとゲームで楽しむお幕場

ウォーキング」10/8 

松ぼっくり投げの様子 

屋内での玉入れは、迫力満点 

大会は懇親会用の大量の枝豆もぎから 

一番盛り上がった縄縫いリレー 

かわいいお子さんのパン食い競争

法徳寺の観音様祭り8/17  

写真は、9/2の 
ふれあい大会 

健康ウォークで下水道施設見学 7/29 

諏訪大神社の祭り 8/26 

健康ウォーク 7/29  

お幕場散歩に集まった皆さん 

お幕場散歩の様子 

北新保と長松の七夕の山車 8/6 

会場は区のまん中、テントは松和町から 

年3回行う空き缶拾いと側溝掃除 お囃子担当のみなさん 8/26 作品展観覧者の皆さん 10/20･21 

盆踊りの様子 8/14 

浸食される前の塩谷海岸の 

写真も展示 盆踊りのポスターと 

うちわ 
盆踊り前のカラオケ大会の様子 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

花いっぱい事業検討部会 

部会長 田村昌彦さん（塩谷） 

砂山地区の協働のまちづくり事業のひとつ「花

いっぱい事業」は、花を通して地域のコミュニケ

ーションを図り、地域をアピールする目的で、各

集落から選任された 14 名のメンバーで昨年より

事業内容の検討、準備を行ってきました。 
内容としては荒川の土手に現在「人と川とのふ

れあい」という花文字がありますが、そこにオレ

ンジ色の夕日と白い波を花で表現する予定です。

今年の5月下旬に地域の皆さんに協力をお願い

して、花を植えたいと思っています。その時はよ

ろしくお願いします。みんなで協力してきれいな

花を咲かせましょう。 

旭旭橋橋  福福田田側側のの堤堤防防にに  

5 月下旬 

（決定次第お知らせいたします。） 

花花でで砂砂山山地地域域ををアアピピーールルししままししょょうう。。  

ぜぜひひおお手手伝伝いいををおお願願いいいいたたししまますす。。  

 

 

（植栽のイメージ） 

花植栽のイメージづくり 7/24 講師を招いての勉強会 10/11 
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